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平成 26年度 安井研模試                       担当：厚田 

科目 機力 

 

(1)図示されたねじり振動系の場合について，(a)固有円振動数および(b)振幅比から振動モ

ード(図示)を求めよ． 

 

 

名前   解答      

   

 



平成 26年度 安井研模試                       担当：厚田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 26年度 安井研模試                       担当：厚田 

(2)文中の空所に当てはまる語句を埋めよ．ただし，各空所には異なる語句が入る．2 箇所

以上同じ語句を入れた場合は不正解とする．  

 

周期的な励振力が振動系に加わったとき，系がその励振力の振動数と同一の振動数で振

動する場合を( ① )という．この場合，その振動数が径の質量合成の大きさによって決ま

る振動数(( ② )という)に近づくと大きく振動する( ③ )が発生する． 

外部から力が加わらず系が初期にもっているエネルギのみによって生じる振動は，系の

(②)で振動するが，どのような系でも多少の減衰が存在し，しばらくすると停止する．これ

を( ④ )という． 

通常，単独ではなく(①)と(④)の両方が存在するが，時間がたてば減衰の影響により(①)

のみが残る．この状態を( ⑤ )という． 

特異な振動の例として，航空機の翼のフラッタ，バイオリンの弦の振動，風による窓の

ブラインド板の振動など，あたかも振動とは無関係であるような現象によって振動が生じ

る現象を( ⑥ )という． 

 

①  強制振動 ②  固有振動数 

③  共振現象 ④  自由振動 

⑤  過渡振動 ⑥  自励振動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採点  





平成 26年度 第 3回大学院入学試験対策模試               担当：小倉 

科目 流体力学 

(1) 全長 L=120m，内径 d=0.1m の管により，H1=100m の貯水池から，高さ H2=50m の

出口まで水を流す．出口速度 uおよび，流量 Qを求めよ．ただし，損失は管摩擦係数によ

るもののみとし，管摩擦係数λ=0.025とする． 

 

(2) ポンプを用いて，流量 Q=1.2[m3 min]⁄ の水を高さ H2から H1へ送りたい．ポンプを駆

動するのに要する動力を求めよ．ただし，ポンプ効率=0.85 とし，管の全長・内径・損失

は(1)と同じ条件とする． 

 

(1) 貯水池と管出口でベルヌ―イの式を立てる 

𝑢1
2

2
+
𝑃1
𝜌
+ 𝑔𝐻1 =

𝑢2
2

2
+
𝑃2
𝜌
+ 𝑔𝐻2 + 𝜆

𝐿

𝑑

𝑢2
2

2
 

𝑢1 = 0，𝑃1 = 𝑃2 = 0，を用いて𝑢2についてまとめると， 

𝑢2 = √
2𝑔(𝐻1 − 𝐻2)

1 + 𝜆
𝐿
𝑑

= 5.62[𝑚 𝑠⁄ ] 

また，連続の式Q = Auより， 

Q = Au =
𝜋

4
𝑑2𝑢2 = 4.41 × 10−2[𝑚3 𝑠⁄ ] 

 

(2) 連続の式より， 

𝑢 =
𝑄

𝐴
= 2.55[𝑚 𝑠⁄ ] 

ポンプ動力を含めたベルヌーイの式を立てると， 

𝑢1
2

2
+
𝑃1
𝜌
+ 𝑔𝐻1 + 𝜆

𝐿

𝑑

𝑢

2
=
𝑢2
2

2
+
𝑃2
𝜌
+ 𝑔𝐻2 + η

𝐿

𝜌𝑄
 

したがって，ポンプ動力Ｌは 

Ｌ =
𝜌𝑄

𝜂
(𝑔(𝐻1 − 𝐻2) + 𝜆

𝐿

𝑑

𝑢2
2

2
) = 13.8[kW] 

採点  

名前   解答例     

   



平成２６年度	
 安井研模試	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 担当：長谷 

科目 自動制御理論 

 

(1) 次に示す微分方程式に対する伝達関数 P(s) = X(s)/U(s) を計算せよ． 

 
(2) 次に示す伝達関数をもつシステムに (a) 単位ランプ入力，(b) 単位インパルス入力を与

えたときの応答を計算せよ． 

 
(3) 下図に示す電気回路において，u(t) を入力電圧とした時のコンデンサ端の電圧 (出力電

圧) を y(t) とする. 初期条件を 0 として，入力から出力の伝達関数を求めよ 

 
(1) 

 

	
 

(2) 

  

 
同様に解くと， 

 
(3) 

次式が成り立つ 

𝐿𝐶 !!! !

!"
+ 𝑅𝐶 !"(!)

!"
+ 𝑦 𝑡 = 𝑢 𝑡  

ラプラス変換より（すべての初期値 0）， 

𝐿𝐶𝑠!𝑌 𝑠 + 𝑅𝐶𝑠𝑌 𝑠 + 𝑌 𝑠 = 𝑈(𝑠) 

𝐿𝐶𝑠! + 𝑅𝐶𝑠 + 1 𝑌 𝑠 = 𝑈(𝑠) 

よって伝達関数 G(s)は， 

𝐺 𝑠 = !(!)
!(!)

= !
!"!!!"#!!

 

 

 

 
 

採点 100 

名前	
 	
 	
 	
 解答例	
 	
 	
 	
  
 

10×3 = 30 

15×2 = 30 

20 

20 



平成 26年度 安井研模試                       担当：林 

科目 生産加工 

 

１．以下の文章の (a)~() 内に適当な語を入れて，正しい文章にしなさい．[5点×7] 

 一般に，切削抵抗は (a)，(b)，(c) の 3 成分に分解でき，このうち (c) は切削動力に影

響しない． 

 切削工具の損傷形態は，突発的に生じる (d) と漸進的な (e) とに大別できる．後者はさ

らにそれが発生する場所によって区別され，すくい面に生じるものを (f) と呼び，逃げ面

に生じるものを (g) と呼ぶ．  

２．研削と石の性能を決めるのに必要な 5因子を書きなさい．[3点×5] 

３．被削性とは何か，また評価できる項目を 4つ挙げなさい．[4点×5] 

４．切り込みおよび送り一定で切削する時，工具寿命方程式が 

𝑉𝑇0.16 = 405    V[m/min]，T[min] 

で表せるとき，1 日 8 時間連続運転を行い，最低 2 日間は工具交換しなくて済む最大の切

削速度を求めよ．ただし実際に切削している時間は運転している時間の 75%である．[30

点] 

 

１．(a)主分力 (b)送り分力 (c)背分力 (d)欠損 or破損 (e)摩耗 

  (f)クレータ摩耗 (g)フランク摩耗 

 

２．砥粒，粒度，結合剤，結合度，組織 

 

３．被削性とは，金属材料の削りやすさをあらわすもの． 

 工具寿命の長短，切削抵抗の大小，切削仕上げ面の良否，切りくず処理の難易 

 

４．2日間の切削時間は， 

2 × 8 × 60 × 0.75 = 720 [min] 

 最大切削速度は， 

V =
405

𝑇0.16
=

405

7200.16
= 141.34 ≈ 141.3 [m/min] 

 

 

 

 

 

 

採点  

名前            

 


